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石油暖房機事故に注意しましょう

家庭でエコチェック！　環境家計簿モニター募集

石油暖房機による事故は、機器の不具合よりも、使用者の不注意や間違った取扱いなどによるものが多い状況です。
石油暖房機の事故は、火災につながります。家庭で使用している機器の取扱方法について改めて確認をしましょう。
石油暖房機の事故原因

①給油タンク蓋がきちんと閉まっていないことによる灯油漏れ　②混合ガソリンなどの誤給油
③可燃物が近接または落下　④経年劣化による機器の不具合

石油暖房機の点検について
　見た目には問題がなくても、内部の部品が古くて故障する場合があります。使い始めには「ちゃんと火が着くか」、「異
音・異臭がしないか」等の不具合を確認し、長期間使用している製品は販売店やメーカーの点検を受けましょう。
問お近くの消防署まで

も
に
申
告
者
本
人
の
合
計
所
得
が
９
０

０
万
円
を
超
え
る
と
段
階
的
に
控
除
額

が
減
り
、
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
と

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
配
偶
者
の

合
計
所
得
金
額
の
上
限
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
38
万
円
を
超
え
１
２
３
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

申
告
な
ど
の
手
続
き
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
電
子

手
続
き
が
で
き
る「e-T

A
X

」の
ほ
か
、

作
成
し
た
申
告
書
を
印
刷
し
て
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問e-T
A

X

・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
（
０
５
７
０
・
01
・
５
９
０
１
）

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

次
の
日
時
に
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

日
１
月
17
日
（
木
）
午
後
6
時
～

　

18
日
（
金
）
終
日

本
年
度
の
緑
の
募
金
運
動
（
家
庭
募

金
）
で
は
、
市
全
体
で
３
７
８
万
２
９

７
４
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地
区
の
公
民

館
・
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
緑
化
や
、

環
境
学
習
な
ど
を
行
う
み
ど
り
の
少
年

団
の
育
成
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

市
が
企
業
等
か
ら
提
供
を
受
け
た
平

成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
の
カ
レ
ン
ダ

ー
・
手
帳
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

日
１
月
8
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
～

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

場
市
役
所
１
階
東
側
ロ
ビ
ー

家
庭
で
余
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
、
手
帳

等
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

営
業
、
農
業
、
不
動
産
の
所
得
が
あ

る
人
は
、
市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告

の
時
に
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す
。
必

ず
事
前
に
作
成
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
受
付
の
詳
細
は
、
広
報
あ
づ

み
の
１
月
発
行
号
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
農
業
所
得
の
あ
る
人

農
業
所
得
を
申
告
す
る
人
は
、
月
ご

と
の
収
支
を
ま
と
め
る
た
め
の
簡
易
表

が
税
務
課
（
１
階
�
番
窓
口
）
お
よ
び

各
支
所
地
域
課
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

申
告
用
「
農
業
収
支
計
算
ソ
フ
ト
」
で

も
収
支
内
訳
書
を
作
成
で
き
ま
す
。
収

入
や
経
費
な
ど
を
入
力
す
る
と
、
収
支

内
訳
書
が
作
成
で
き
、
減
価
償
却
費
の

計
算
も
簡
単
で
す
。

▽
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
が

見
直
さ
れ
、
平
成
30
年
分
の
申
告
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
と

内
空
家
に
関
す
る
管
理
・
売
買
、
賃
貸

な
ど
の
利
活
用
、
調
査
点
検
、
リ
フ

ォ
ー
ム
・
解
体
除
去
、
相
続
や
権
利

関
係
等
（
内
容
に
よ
り
、
専
門
機
関

を
紹
介
し
ま
す
。）

費
無
料　

定
3
人
（
先
着
順
）

申
12
月
26
日（
水
）か
ら
1
月
11
日（
金
）

に
環
境
課
へ
電
話
で

放
送
大
学
は
、
平
成
31
年
度
第
１
学

期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
代
か
ら
90
代
ま
で
の
幅
広
い
世

代
、
約
9
万
人
の
学
生
が
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
な
ど

約
３
０
０
の
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

申
出
願
期
間　

第
1
回　

2
月
28
日
（
木
）
ま
で

第
2
回　

3
月
17
日
（
日
）
ま
で

問
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー
（

０
２
６
６
・
58
・
２
３
３
２
）
へ
資

料
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
資
料
は

無
料
で
す
。

団
員
・
消
防
車
両
が
分
列
行
進
を
行

い
ま
す
。
分
列
行
進
の
間
、
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
迂
回
路
等
は
誘
導
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
１
月
13
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
～
正
午

場
式
典　

豊
科
公
民
館
（
午
前
8
時
30

分
～
10
時
30
分
）

分
列
行
進　

豊
科
公
民
館
駐
車
場
か

ら
豊
科
消
防
署
・
豊
科
郷
土
博
物
館

を
経
由
し
、
豊
科
公
民
館
駐
車
場
ま

で
の
市
道
（
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分
）

市
空
家
等
対
策
協
議
会
で
は
、
県
建

築
士
会
安
曇
野
支
部
の
協
力
に
よ
り
、

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
1
月
15
日
（
火
）

　

①
午
後
1
時　

②
午
後
2
時　

　

③
午
後
3
時
（
各
回
１
時
間
程
度
）

場
市
役
所
2
階
２
０
２
会
議
室

金

税今
か
ら
準
備
！
税
の
申
告

問
税
務
課
市
民
税
担
当

（

71
・
３
１
１
１ 

72
・
２
０
６
５
）

平
成
31
年
市
消
防
団
出
初
式

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

「
空
家
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６
）

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

（

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８
）

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

問
市
民
課
市
民
担
当

（

71
・
２
４
８
９ 

71
・
２
５
０
３
）

「
緑
の
募
金
」
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

カ
レ
ン
ダ
ー
の
無
料
配
布

問
財
産
管
理
課
庁
舎
管
理
係

（

71
・
２
２
５
７ 

72
・
１
３
４
０
）

せ

ら

知

お

談

相

集

募

月別の CO2 排出量

CO2 排出量構成比

家庭からの温室効果ガス排出量の見える化により削減に向け
た取り組みを推進する「環境家計簿」モニターを募集します。

温室効果ガス排出量が分かり、光熱費の削減にもつながる環
境家計簿に、皆さんもチャレンジしてみませんか。
内家庭での電気、ガス、灯油、ガソリン、軽油使用量を月ごと

に記入して環境課に提出。提出者には記念品の進呈と、二酸
化炭素排出量の参加者平均値との比較結果をお知らせします。

期 2019 年１月１日（火）から 12 月 31 日（火）までの 1 年間
対市内在住の世帯
申環境課（市役所 2 階5番窓口）まで問い合わせください。

【昨年実施した「環境家計簿」の結果】
▷ CO2 平均排出量

１世帯あたり・・・7,520.5㌕　➡　一昨年から 178.7㌕減少
１人あたり・・・・2,466.4㌕　➡　一昨年から 86.5㌕減少

安曇野市の特徴としては
①年間を通して、電気とガソリンによる排出量の割合が多い
②灯油使用により、夏より冬の排出量が多い

問環境課環境政策係 471・2492　672・3176 ※各グラフは 2017 年のモニター結果を、市の人口
に換算したもの
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